
大気環境学会  公開シンポジウム 
 

気候変動と大気汚染：2050 年までの都市政策 
 
気候変動と大気汚染は密接に関係している環境問題である。日本の環境政策はその両方を考慮して行うことが求
められているが、将来を予測したいくつかのシナリオは様々な問題を提起している。本シンポジウムではこれらの問
題を国の政策と都市政策の両方の観点から検討した研究の成果を紹介する。 
 

プログラム 

13:00-13:10 開会の挨拶、趣旨説明  

長田和雄（第 66 回大気環境学会年会長/名古屋大学） 

山下 研（アジア大気汚染研究センター） 

13:10-13:40 温暖化時代の気象災害予測と適応するまち・都市づくり 

飯塚 悟(名古屋大学) 

13:40-14:00 ウェルカムプロジェクトの概要；気候変動と健康、社会課題の関連性とコベネフィット 

赤星 香（地球環境戦略研究機関/IGES）、他 

14:00-14:20 2050 年までの新潟市と八戸市のエネルギー消費に関するシナジー分析 

朱 美華（アジア大気汚染研究センター) 、他 

（休憩：10 分） 

14:30-15:00 PM2.5 とオゾンによる大気汚染の健康影響と気候変動とのコベネフィット 

山下 研（アジア大気汚染研究センター）、他 

15:00-15:30 暑熱馴化を考慮した温暖化による熱中症への影響 

上田佳代、Seposo Xerxes (北海道大学) 、他 

15:30-15:50 総合討論 

山下 研、朱 美華（司会/アジア大気汚染研究センター） 

15:50 閉会の挨拶 

中井里史（大気環境学会会長/横浜国立大学） 

 

オンラインによる視聴のお申し込みは下記問い合わせ先へご連絡頂くか、こちらのリンクから 

 （後日、接続先情報をお知らせします） 
 

主催：（公社）大気環境学会 
共催：名古屋大学大学院環境学研究科         

地球規模課題 1. 気候変動、  
課題 2．地球規模の環境汚染に関する科学と政策 

 

お問合せ先: 大気環境学会年会 年会長 長田和雄   メール： kosada＠nagoya-u.jp  電話：052-788-6049 

日時： ２０２５年 9 月 19 日（金）13:00 ～ 16:00 
会場： 名古屋大学 ES 総合館 1 階 ES ホール （オンライン視聴も可能） 

（名城線 「名古屋大学」 ２番出口 徒歩３分） 
参加費： 無料 

アジア大気汚染研究センター 

文部科学省及び気象庁「日本の気候変動 2025 — 大気と陸・海洋に関

する観測・予測評価報告書 —」図 2.2 から抜粋・作成 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_DOPo_Fn1RIafMaHwNKt13g

